
Toward the next stage
みんなでつくる 「新しい文化会館」 の取組状況をお届けします
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第13回  飯田市新文化会館整備検討委員会
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学識委員の感想
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基本理念 みんなが集い、創り、伝える、感動の飯田ひろば

　ここ1年間で大きな状況の変化が起きたことを理解した。
重要なのは、整備検討委員会で作成した基本理念・基本構想
の内容が実現されうる基本計画に向かっているかどうか。
　分散配置は基本理念にも合っているし、中心市街地、アッ
プルロード、リニア駅という重心都市構造にホールを段階整
備する方針も説得力がある。やり方次第では集中配置よりも
大きな波及効果が見込めるのではないか。
　一方で、飯田市の都市構造改善のためにどう空間づくりを
していくのか、また管理運営の負担増が複合化によってどの
ように解決していけるのか考えていくことになる。都市構造の
改善やどう実現性を検証していくかが重要だ。

　現飯田文化会館の改修に当たっても「文化活動を止めな
い」という点に感銘を受け、安心した。
　コロナ禍の例のように、一度止まると再始動が難しくなっ
てしまうのが文化活動。厳しい外部環境のために全国的にも
ホールの建設計画が頓挫している状況がある中で、分散型・
段階整備で基本理念を実現するんだというメッセージは心
強い。
　一体整備ができないのは残念だが、全国を見ても社会状況
は本当に苦しい。基本理念を実現させていくための活動がス
タートすれば、飯田のまち全体が輝くだろう。

佐藤 健 市長
さ とう たけし

　「新しい文化会館の整備に関する基本構想」が令和6年３月に策定されてから約2年。
「みんなが集い、創り、伝える、感動の飯田ひろば」をどうやったら実現できるか、検討を重
ねてきました。悩み抜いた結果、市民の皆さんの文化活動を止めないことを大前提に、ま
ず現飯田文化会館を改修して長寿命化し、その間に、小ホール、中ホール、大ホールと段階
的に分散整備して、まち全体で「飯田ひろば」を実現するという方針をまとめました。公民
館など既存の施設も含めて、市内にある文化施設がどう連動して「ひと」を育み、「まち」を
育み、「活力」を生み出すか――これまでの考え方とは異なる新しい挑戦となります。さま
ざまなご意見を受け止めながら、柔軟で前向きな取組を市民の皆さんとともに進めていけ
ればと思います。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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「新しい文化会館の整備に関する基本構想」で生み出されたものを、これからの飯田文化会館の基本理念とすること、施設
整備については「まち」全体で「飯田ひろば」が実現できるように機能を分散整備すること、文化活動を止めないように急務
である現飯田文化会館の改修に着手し、小ホール→中ホール→大ホールを段階的に整備していくことなどが示されました。

第13回  飯田市新文化会館整備検討委員会
「飯田ひろば」実現のための基本方針案が確認されました

整備検討委員の意見

整備方針

飯田文化会館の基本理念

「みんなが集い、創り、伝える、感動の飯田ひろば」市民とともに、文化を育み の実現を目指します

整備手順

飯田市全体を「飯田ひろば」に！
「飯田ひろば」とは、人々が自然と集い、楽しさや喜びを共有でき、新しい動きが起きる「空間」です。
飯田文化会館を拠点として、市内に分散している文化施設においても文化活動や舞台芸術活動が行われます。
市内のあらゆる場でこのような活動が行われている飯田市全体が「飯田ひろば」です。
人々は舞台芸術や文化活動に触れ、楽しみや喜びを感じながら生活し、市内では誰もが集い、創り、伝える活動がいつも
繰り広げられ、ワクワク！ドキドキ！が生まれることを期待します。

基本理念を実現するための５つの基本方針

整備方針の考え方

文化活動を止めないことを前提に改修することは大賛成。今後の人
口推計を考えると、1カ所への整備が一番いいとは思うが、現実問
題を考えると分散整備も仕方ない。われわれが議論してきた「飯田
ひろば」の構想を20年後に生かしてほしい。

基本理念・構想で考えた内容が小・中・大ホールそれぞれに分散する
となると、大変な作業になるかと思う。
飯田文化会館の改修は早急にやってほしい。
新施設の用地取得費用をできるだけ抑えて設備にお金をかけてほし
い。運営に関する人材育成を今から早急にしっかりやってほしい。

説明のあった「ひろば」や「分散」の概念が、これまで議論してきた概
念だろうか。夢をもって議論してきた委員の皆さんの思いを考える
と、もう少し原点に戻った概念のあり方があるのではないか。
都市構造の改善は大事だと思うが、メリットとデメリットがある。

現飯田文化会館を改修し使用する間に新
たな大ホールの整備のあり方を再検討。
現時点ではリニア駅周辺が候補地

鼎文化センター周辺に構想されている
「鼎複合施設」に整備

旧飯田市公民館跡地に検討されている
「（仮称）飯田こども広場」に整備

飯田ひろばの概念

集う

「ひと」を育み、「まち」を育み、「活力」を生み出す

飯田ひろば観る 創る 伝える 育む

飯田文化会館

人形劇場 鼎
複合施設

ムトスぷらざ
地区公民館

飯田ひろばの
拠点

（仮称）飯田
こども広場

伝統人形
継承施設

社会情勢の変化を踏まえて、極めて現実的な内容と理解した。既存
の施設が「人を育み、まちを育み、活力を生み出す」機能を十分に発
揮できていない。そのためのソフトウェアについて今からしっかり知
恵を絞り、「飯田ひろば」の機能を先取りしていく必要がある。

分散配置は現実的だと理解する。小ホールはこどもたちを中心にす
るという考えは非常に良い。中ホールや各地域の公民館について、地
域移行していく学校の部活をどう取り込んでいくかを考える必要が
ある。大ホールについては、今後の人口を考えると、分散させること
がいいのかを含めて検討してほしい。大ホールだけでは使い勝手が
良くないので、中ホールをセットにすることも20年の間に考えてほし
い。建物を作るより文化施設と文化のマネジメントが重要だと思う。
利用する側にも問われていくことが、大きな課題として感じた。

分散型のデメリットをどうメリットに転換するか、市民の意見を聞き
ながら進めてほしい。旧飯田市公民館跡地とその周辺はこどもの遊
び場として立地がよいので、整備の仕方に知恵を出していきたい。

管理運営を考えればやはり１館集中の方が回しやすい。舞台技術
者の育成に目を向けてほしい。

無い袖は振れない状況になったことを皆理解していると思う。大
ホールの整備が20年後であれば、逆にしっかり考えられるチャンス
でもある。３つの施設をどう有機的に結びつけるかが一番の課題に
なる。飯田は各地区の公民館がしっかりしているので、文化会館の
事業と結びつけられるのではないか。小ホールであれば300席、中
ホールであれば、600席くらいの規模がいい。文化施設の敷居を下
げるために、誰でも立ち寄れるフリースペースを作ってほしい。

ホールはぜひ飯田市の直営で管理運営してほしい。文化活動にしっ
かり予算をつけて、ここに住んでいる市民の幸せになる施設を考えて
ほしい。

学校でも発表会や研修会などで飯田文化会館を使わせてもらってい
る。分散型になれば、規模や立地で選択肢が広がるし、その地域の誇
りにもつながると思う。
こどもたちのことを考えると、それぞれの場所で集うことができるの
は、こどもたちの居場所を考えると大事な視点だと思う。

現飯田文化会館　長寿命化改修

「新しい文化会館の整備に関する基本
構想」を踏まえて実施
舞台芸術活動の継続を重視し、休館期
間を最小限
目標使用期間は最大20年

最
大
20
年

小ホール機能 （100人程度）

中ホール機能 （500人程度）

現飯田文化会館の施設・運営に関する最近の出来事

※機能不全となる前に舞台・空調・受変電・給排水など設備全般の更新が不可欠な状況

ホール空調設備故障（代替機器を設置し応急的復旧）

ホール舞台技術管理業務受託者のうち1者休止

講習室の空調故障（機器更新） ※同時期更新の機器を他室で使用中

屋上防水劣化により講習室天井の一部落下（応急修繕済）

ホール音響操作卓に不具合発生（応急修繕済）

ホール照明操作卓に不具合発生（応急修繕済）

令和7年4月

5月

6月

7月

8月

※複合化＝異なる目的や機能を持つ複数の施設を一つの敷地や建物に
　　　　   集約させること

「まち」全体で「飯田ひろば」が実現するように機能を分散整備します。
文化活動を止めないようにまず現飯田文化会館の改修に着手し、続い
て小ホール→中ホール→大ホールと段階的に整備していきます。
限られた財源を効果的に活用するため、複合化※を基本に施設整備を
行います。

◆「飯田ひろば」を1つの館で実現しようとする場合の課題
昨今の建設費の急騰により多額の財政負担が見込まれます。
広大な敷地を必要とし、適地が限られます。

◆分散整備のメリット

利用者の間口や選択肢を増やすことができます。
市内複数の箇所でにぎわいが施設周辺へにじみ出ます。

◆必要な視点
分散整備は費用総額が増加する可能性が高いため、複合化を基本に
検討します。
施設整備と併せて、拠点間を結ぶ交通機能（公共交通ほか）の検討も
必要となります。

各施設に特色や機能を持たせることによって多様性・発展性が
期待できます。

大ホール （1000人程度）

集う さまざまな方が日常的にも集い、
交流できる場を充実させます

育む 舞台芸術の演じ手や支え手を発掘し、
育成します

伝える 舞台芸術活動を促進し、
次世代へ伝えます

創る 飯田ならではの舞台芸術を創造し、
支援します

観る 心が満たされる鑑賞の場を確保します

・・・

・・・

・・・

・・・

これからの


